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国産初の全電子化交換機の試作機を大学の研究室で製作したものであ
り、通話回路を時分割形にするだけではなく、制御回路を時分割の多重
制御形にすることにより、大容量の交換方式を実現した。この技術によ
り、日本の電子式交換機、時分割形交換機開発に対する先駆的な役割を
果たした。同分野の研究者及び技術者に対する啓発、動機付け等におい
ても多大なる影響を及ぼし、その後の電子式交換機の開発で世界をリー
ドする原点となった機械として重要である。
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